





































































































































































































































































































審  査.結果 要
旨
 尿中Catecholami簸eが化学的に測簸されるようになって以来,多く'の臨床家がごの測定を
 得なつている.しかし測定法も測定成績も報告者によって異なり・一足の惰果が出ていない・著者
 はこの不一致の原因を,測定法自体に未解決の問題が残されているためと考え,犀量操作の各段階
 につき吟味し,臨床検査として最も適当な方法を見出そうとした.その結果次の如き結論を縛た.
 1)アルミナからの溶出液にはかなりの消光作用があるから,螢光測定に際して内部規準液を弔
 いなけ『ればなら1をい.
 2)アドレノルチγ及びノルアドレノルチソの螢光は不安定であるから,調製後5分以後20分
 以内に螢光を測定しなければならたい.
 5)尿を酸性状態で加水分解する場合,pHが低いほど測定値が高くなる.従って水解を行効
 ならpHOで行なうべ蓉であるが・この際の特異性にづいては未解決である.
 4)アルミナ法による測定値と,イオγ交換樹脂AmberliteIRC-50法による測定値と
 は,非水解尿についても,水解尿についても,ほぼ一致する.
 5)人尿中にはDopa様物質が存在するが,螢光測定にあたって励起波長を456zπμに選べぱ
 本物質はCatecholamine測冠を殆んど妨害しない.
 6)尿中遊離型Catecholamine測定は。アルミナ法のみで充分特異性が高く,正確である.
 以上の成績をもとにして完成した著者の測定法によれば,一つの尿試料についての測定は約2時
 間で完了することが出来,尿に加えたC&techolam孟neの回収率はほy80%・測定誤差は・1ま
 y±10・%であった.この方法は臨床検査としての簡便さ及び正確ざを.具えているものとしている・
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